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EasyInspector

検査例２.　　基板の出っ張り測定

この検査は、 寸法検査機能を使用して基板端の切断部分の

出っ張り量の測定、判定を行います。
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1.ＵＳＢカメラの接続と解像度設定　　（カメラ非接続モードの場合は「マスター画像の設定」ページで説明しています）

1-1. ＵＳＢライブカメラを接続してから、EasyInspectorのソフトを起動します。

画面左上のEasyInspectorのタイトルバーにカメラの対応解
像度が表示されています。
初期設定は、640×480（30万画素）に設定されています。

それ以外の解像度のカメラの場合は、下記の手順で設定
変更が出来ます。

1-2. カメラの解像度の設定を変更するには

① 画面右下の[詳細設定]ボタンをクリックします。

※ 右側に設定ページが表示されていない場合は下部右にあ
る[設定]ボタンを押すと表示されます。

② [次回起動時から有効な設定]タブをクリックします。

③ 右下の「カメラ解像度」の欄より必要な解像度を選択しま
す。ここでは1.3M 1280×1024を選択しています。

※ 設定画面で選択できるカメラ解像度は、EasyInspectorのエ
ディションによって違いがあります。

右側の設定画面は、評価版と同じEasyInspector310の場
合です。
各エディションのカメラ解像度の対応は下記の通りとなって
います。

EasyInspector100　　0.1M 320×240 ～0.3M 640×480
EasyInspector200　　0.1M 320×240 ～0.3M 640×480
EasyInspector300　　0.1M 320×240 ～0.3M 640×480
EasyInspector310　　0.1M 320×240 ～ 9M 3488×2619

※ 複数のカメラを接続している場合は、左下の[カメラ設定]
で、使用するカメラの選択が出来ます。

④ 設定が完了したら[OK]ボタンをクリックします。

⑤ 変更した解像度は次回の起動時から有効となりますので、
ソフトの再起動後にj上部タイトルバーでご確認ください。
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2.マスター画像の設定

マスターサンプル（良品）をカメラの前に設置し、[ﾗｲﾌﾞﾓﾆﾀ]をクリックしてマスターサンプルが適切に表示されるように調節します。

2-1. 画面右上の[新規]ボタンをクリックします。

2-2.

2-3.

ここでは、ｔｅｓｔというフォルダ内にmasterというファイル名を
付けています。

2-4.

マスター画像と枠001が左上に表示されているのが確認で
きます。

マスター画像の設定方法

マスターの欄の[変更]ボタンを押し、目的の画像を選択し
ます。

　　※検査対象の画像も同様に選択し設定してください。

カメラ非接続モードでＥａｓｙＩｎｓｐｅｃｔｏｒを起動した場合の

「新規にマスター画像と枠設定を作成します。「OK」をクリックし
て新しいマスター画像の保存先を指定してください」と表示され
ますので[OK]をクリックします。

保存先フォルダを指定し、ファイル名を付けてから[保存]ボタン
をクリックします。

左下の[マスター]のボタンをクリックしマスター画面表示に切り
替えます。
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３．検査枠の設定

枠を作成することによって、枠の様々な機能が利用できます。

* 検査箇所の位置を細部に指定する

* 設定した枠の位置から各々の検査対象部品の画像を正確に補正する（位置ズレ補正機能）

* 二つの枠の測定値の差を算出するための計算式などを指定する

設定可能な枠の数は最大999個です。

3-1. 検査枠１の作成

①

※画像をＷクリックすると拡大表示出来ます。

② 検査名を付けます

③ 検査の種類を選びます
今回は、寸法の判定を行う検査なので、[寸法角度検査]を
選びます

※ ＥａｓｙＩｎｓｐｅｃｔｏｒ100では、[色比較検査]のみになります。

④ ズレ補正の設定を[無し]にします。
※ 初期設定は[おまかせ]に設定されています。

⑤ [測定項目の変更]をクリックし、検査目的に合ったパターン
を選択します。

[検査001]では、検査枠内部の画像を下からサーチして、
暗いピクセル（黒の背景）から明るいピクセル（緑の基板）
に変化する最も手前の点を検出したいので、[下－手前点]
を選択しています。

ここでは検査枠001を検査したい部分に、検査枠002を基準となる基板刃端に、検査枠00３を枠001と枠002の差の計
算および判定用に設定します。

ここでは、基板の切り離し部分の出っ張りの量の検査を目的に
設定しています

画面左上に表示されている[検査枠001]を目的の検査対象位置
まで、ドラッグし、枠の大きさを調整します。

⑤
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⑥ [合否判定]の項目で[常に合格]をクリックします。

⑦ [個別検査]ボタンをクリックすると、枠００１での検査が開
始されます。

⑧ 検査結果ボタンを押して検索結果を確認します

検査したい部分が正しく検出されてるかどうか確認します。
基板の最も出っ張っている箇所に緑色の線が表示されて
いればＯＫです。

3-2. 検査枠２の作成

① [マスター]ボタンを押してマスター画像表示にします。

② 右側上部にある[追加]ボタンをクリックし、２個目の枠を作
成します。

③ 「検査枠２を追加しますか？」と表示されますので、[はい]
を選びます。
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④ コピー元の番号を指定するウィンドウが表示されるので、こ
こでは枠１のまま[ＯＫ]をクリックします。

⑤ 枠１の上に重なった状態で枠2が作られていますので、検
査の基準となる位置（基板端）に移動します。

⑥ [全枠表示]で枠１と枠２が正しい位置にあるか確認しま
※ボタンを押下してる間のみ表示されます。

⑦ [測定項目]ボタンを押して枠２の設定項目を選択します。
ここでは[下-平均位置]を選んでいます。

⑧ [個別検査]ボタンを押して検査したい部分が正しく検出さ
れているか確認します。
基板端に緑色の線が表示されていればＯＫです。
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3-3. 検査枠３の作成

① [マスター]ボタンを押してマスター画像表示にします。

② 右側上部にある[追加]ボタンをクリックし、３個目の枠を作
成します。

③ コピー元と表示されます。
ここでは１を選んでいます。
※枠３の検査部分は枠001、枠００２の設定と異なりますの
で、どの枠をコピー元に設定してもかまいません。

④ 枠３は検査箇所の指定ではないので、邪魔にならないとこ
ろに移動しておきます。

４． 検査項目の設定

① [既に測定した寸法角度の差を計算判定する]にチェックを
入れます。

② 判定対象値＝枠番号 [ 1 ] の測定値－枠番号 [ 2 ] の測定
値にします。

③ Ｆ５　検査開始を押します。

④ 測定結果１４．５を確認します。
この値を参考に許容範囲を決めます。

⑤ 範囲内で合格にチェックを入れ　１２＜１６　に設定します。
※ここでは寸法をピクセル単位で計算していますが「寸法
変換値」を設定ることにより㎜単位で計算することもできま
す。

５． 上書き保存
画面右上の[保存]ボタンを押して「上書きしますか」と表示
されるので[はい]を選択します。

６． 検査の開始
検査対象サンプルに置き換えます。[検査開始]Ｆ５を押し以後の検査を続けます。

（この操作例はEasyInspector310Ver.2.2.2.2を使用して作成してあります。）

以上で設定が完了しました。

⑤

②

④

①

EasyInspector 　 検査例-2 　基板の出っ張り測定 7


